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アレルギー用ミルク
　アレルギー用ミルクは以下の3種です。
(1)加水分解乳（ニューMA1、MAmi、ミルフィー、ペプディエット）
牛乳蛋白（カゼインや乳清蛋白）を加水分解して抗原性を低減したミルクです。牛乳成分（分子量3500以上）と大豆油を（卵は一般のミルクでも）含みません。栄養調整の目的で様々な原料を加えますが、商品毎に異なり、合わなければ下痢や湿疹などの症状を出します。また、アレルギーを配慮して精製度を高くすることで、かえってビオチンやカルニチンなどの栄養素が不足します。
(2)アミノ酸乳（エレメンタールフォーミュラー）
L-アミノ酸の混合物を配合していて牛乳成分を全く含みませんが、やはり原料は高く精製されています。また、極端に低脂肪で栄養面に偏りがあり、高浸透圧による下痢、高いアミノ酸遊離率による肝臓への負担もあります。極めて高価で、試すのは他のミルクが使えない時だけです。
(3)大豆乳（ボンラクト）
蛋白源が大豆のため、牛乳アレルギーには良いですが、大豆アレルギーを起こす心配があります。
このように、いずれも完全ではありません。また、アレルギーがあって色々試した結果、一番よかったのが一般のミルクだった例もあります。できれば、まず母乳下や少量から試すのが賢明です。
（参考資料：「食物アレルギーの治療と管理」第2版、診断と治療社、2008、p111　）
